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  注意事項 

  １．解答始めの合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。 

２．解答始めの合図の後，下段に記載の枚数のとおり問題用紙・解答用紙・

下書用紙があるか確認してください。 

 ３．解答を始める前に，解答用紙の所定欄に受験番号を記入してください。 

     解答用紙に氏名を記入してはいけません。 

 ４．試験終了後も監督者が許可するまで退室しないでください。 

 ５．問題用紙及び下書用紙は持ち帰ってください。 

     解答用紙は持ち帰ってはいけません。 

 

 

問題用紙（この表紙を除く） ・・・７枚 

解答用紙          ・・・２枚 

下書用紙          ・・・２枚 

 

 

『答案作成の注意事項』 

１．書き出しは，一マスあけない。 

２．改行したら，一マスあける。 

３．読点には「，」を使用し，句点には「。」を使用し，それぞれ一マスとする。ただ

し，行の末尾については文字と同じ一マスに含める。 

４．小さな「っ」「ゃ」「ゅ」「ょ」は一マスで使う。 

５．数字と英字の書き方は，下の例に従い，二文字で一マスを使う。 

数字例：123 であれば，「12」と「3」で二マス使用。 

  英字例：abc であれば，「ab」と「c」で二マス使用。 
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次の文章は，K・ラワース 著ラ黒輪篤嗣訳・ ドスナツ経済』（河出書房新社，2021 年）の

一部を抜粋したものである。この文章を読んで，問 1および問 2に答えなさい。 

 

 

「エコノミク （経済学）」の語源は，古代ギリシャの哲学者クセノフォンによる造語「オ

イコノミコ 」にある。クセノフォンは「オイコ （家）」と「ノモ （規則）」を組み合わ

せて，家を管理する技術，つまり家政術として「オイコノミコ 」を考案した。経済学にこ

ういう語源があることは，今の時代にこそ，あらためて思い出されるべきだ。今世紀には，

地球という人類の家をうまく導ける人，地球の住人全員のニスズに配慮できる人が求めら

れている。 

過去 60 年のあいだに人類の福祉は著しく向上した。世界の平均寿命は 1950 年にはわず

か 48 歳だったが，それが今では 71 歳にまで延びている。1990 年以降だけを見ても，一日

1.9 ドル未満で暮らす「極度の貧困層」は半分に減り，安全な飲料水やトイレを初めて利用

できるようになった人は 20億人を超える。そのあいだに世界人口は 40％近く増えた。 

以上は明るい面だ。そのほかの面では，世界の状況は芳しくない。いまだにおびただしい

数の人々が生活に困窮している。全世界で 9 人に 1 人は十分な食べ物を得ていない。2015

年の 1 年間で 600 万人の 5 歳未満の子どもが死亡した。その半数以上は下痢やマワリアな

ど，簡単に治療できる病気が原因で命を落とした。1日 3ドル未満で生活している人は世界

に 20 億人いる。仕事にあぶれた若者は 7000 万人以上を数える。このような生活苦は世界

情勢の不安定化や不平等の拡大で，いっそう深刻化している。2008 年の金融危機は世界中

の経済に打撃をもたらし，多くの人々から仕事や家や貯蓄や安定を奪った。そのあいだに世

界はとんでもなく不平等になった。2015 年現在，世界の富裕層の上位 1％の富が，残りの

99％の人たちの富の合計を上回っている。 

これらの尋常とはいえない人間社会の状況に加え，わたしたちの母なる惑星の破壊もき

著作権の関係上、公表しません。
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わめて由々
ゆ ゆ

しい。生命を支える地球のシ テムには，人間の活動によって過去に例のないほ

どの負荷が加わっている。世界の平均気温は産業革命前と比べてすでに 0.8 度上がり，今の

ままでは 2100 年までに，4 度近く上がると予測される。そうなれば人類が経験したことの

ない洪水や飢饉
き き ん

，嵐，海水面の上昇が招かれるだろう。世界の農地のおよそ 40％は今では，

ひどく瘦せてしまっている。（中略）さらに，世界の水産資源の 80％以上が過剰または限界

まで利用されているいっぽう，毎分トワック 1 台分のプワ チックごみが海に投棄されて

いる。このままで行けば 2050 年には，魚よりプワ チックのほうが海中に多くなる。 

 これらだけでも事態は十分深刻だが，経済成長がさらなる課題をもたらす。現在，世界の

人口は 73 億人だ。それが 2050 年に約 100 億人に達したあと，2100 年に 110 億人ほどで安

定すると予測される。世界の経済活動は，現状のまま推移すれば，年 3％の成長を 2050 年

まで続けるだろう。そうすると世界の経済規模は 2037 年に 2 倍，2050 年におよそ 3 倍に

膨らむ。世界の中流層——1日の消費額が 10 ドルから 100 ドルの人々の層——はいっきに

拡大し，2030 年には現在の 20 億人から 50億人になる。それにつれて建設資材や消費財・（ 

1）の需要も急増するだろう。これらは 21 世紀を歩み始めた人類の行く末を示している潮流

だ。では，これから新しい時代を迎えるにあたって，わたしたちにはどういう考えかたが求

められるのか？ 

（中略） 

 本書で描かれている未来のビジョンは楽観的だ。分配的で環境再生的な設計の世界経済

を築き，バワン の取れた繁栄を成し遂げることをめざしている。そんな構想はばかげてい

るとも，甘いとも思われるかもしれない。確かに気候変動から，軍事紛争，強制移住，不平

等の拡大，外国人憎悪の高まり，現代社会の風土病と化した金融不安まで，複合的な危機に

直面していることを考えれば，そう思えるだろう。日々，ニュス を観たり，読んだりする

につけ，破滅の可能性——社会も，自然環境も，経済も，政治も——が現実味を帯びて感じ

著作権の関係上、公表しません。
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られる。人類のグワ はたやすく「あと半分しか残っていない」ように見えてしまう。その

ような不安に従えば，わたしたちはたちまち崩壊と存続の経済学に走ってしまうだろう。あ

らゆる強力なフレスムと同じように，そういう経済学にはみずからそのような結果を招く

自己成就の力がある。 

 しかし別の可能性，「まだ半分も残っている」未来に目を向け，なんとしてもそれを実現

しようと考える人々もまだ十分おおぜいいる。わたしもその一人だ。わたしたちの世代は，

人間が地球という人類の家にどれほどのダメスジを与えているかを正確に理解できるよう

になった最初の世代であり，おそらくは，大きな変革を起こすチャン を与えられた最後の

世代だ。わたしたちは国際的なコミュニティとして，極端な貧困に完全な終止符を打つため

に必要なテクノロジスと，ノウハウと，金融的な手段を持っていることを，十分によく知っ

ている。足りないのは，それを実現しようとする総意だけだ。 

 毎年，世界中でたくさんの若者が経済学を学ぼうと大学に進学する。その多くは「まだ半

分も残っている」可能性に目を向け，みんなを幸せにする社会を築きたいという熱い思いか

ら，経済学という学問を選んだ若者たちだ。彼らは——わたしがそうだったように——公共

政策の母語である経済学を習得すれば，自分のそういう思いを実現するのに必要な知識を

身につけられると信じている。そのような学生たちには，言葉を使うにしろ，数式や図を使

うにしろ，21 世紀にふさわしい経済学の教育を受けてもらいたい。（中略） 

 21 世紀の課題ははっきりしている。人類が（中略）安全で公正な範囲のなかでバワン 

の取れた繁栄を遂げられるよう，「豊かな生命の網のなかでの人類の繁栄」を推進できる経

済を築くことだ。そのためにはまず最初に，あらゆる経済——ロスカルもグロスバルも——

が社会のなかにあること，さらには生命の世界のなかにあることに気づく必要がある。それ

は同時に，家計，コモンズ( 2)，市場，国家の四者すべてが，わたしたちの多くのニスズや

要望を満たす効果的な手段になりうることに気づくことも意味する。人間についての理解

を深めることで，社会的な報恩行動や互いへの思いやりを育む——損なうのではなく——

著作権の関係上、公表しません。
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制度やインセンティブを設けられる。経済にはもともと複雑さが備わっていることを受け入

れれば，たえず変わり続けるそのダイナミク を管理することも可能になる。ひいては，現

在の分断的で非環境再生的な経済を，分配的で環境再生的な経済に設計し直す道が開けて

くる。そのような経済を設計できれば，わたしたちはおのずと経済成長へのこだわりを捨て

て，成長してもしなくても繁栄できる経済を築こうとし始めるだろう。 

（中略） 

 経済思考に新しい地平を切り拓くほどの優れた洞察は，経済学以外の種々の分野からも

たらされることが多いように思える。もちろん重要な例外もあるが，まれだ。画期的なア

イデアはたいてい，心理学，生態学，物理学，地球シ テム科学，地理学，建築学，社会

学，複雑系科学など，他分野で生まれている。経済理論にそういう他分野の視点を受け入

れることは得にこそなれ，損にはならないだろう。知的な営みをダン にたとえるなら，

経済学は 目を一身に集めるソロの踊りから退いて，グルスプの踊りに加わるべきとき

だ。それもダン ミュスジカル ロスドラオブラザラダン 』というより，おおぜいで踊

りながら一本の柱の周りを回るメイポスルダン のように，他分野の成果をもっと積極的

に経済理論に取り入れたほうがよい。 

 最高の頭脳を持った経済学者たちは昔からそのような知性のメイポスルダン のたいせ

つさを理解していた。ジョンラ チュアストラミルは，1848 年の著書 経済学原理』が高

く評価されたとき，それを「経済学を単独で扱わず，大きな全体の一部として扱ったおか

げだ」と考えた。「経済学は社会哲学の一部門であり，ほかのすべての部門とつながってい

る。したがって経済学で下される結論の正しさは，たとえ経済独自の問題に関するもので

あっても，つねに条件つきとなる。経済の領域内に直接原因のない領域外からの干渉や反

作用にさらされているからだ」。ジョンラメイナスドラケインズも，まちがいなくメイポ

スルダン の輪に加わるはずだ。ケインズは次のように書いている。「第一級の経済学者

は，めったにない才能の組み合わせを必要とする。すなわち数学者であり，歴史家であ

著作権の関係上、公表しません。
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り，政治家であり，哲学者でなくてはならない。（中略）現在を過去の光で照らし，未来

の目的のために研究することを求められる。人間や組織の性質のなかで，関心の外に置い

てよいものは一つもない」。現代にも同じような考えかたの経済学者はいる。例えば，ジ

ョゼフラ ティグリッツがそうだ。 ティグリッツは将来有望な学生たちに次のように助

言している。「経済学を勉強してください。ただし懐疑的な態度で，広い視野を持って学ん

でください」 

（中略） 

「経済学者」の意味を定義し直すには，新しい経済思考を超えて，新しい経済行動を起こ

している人々に目を向けるのがいい。それは実験を一つ一つ重ねながら，経済を変えよう

としているイノベスタス（ 3）たちだ。彼らの影響はすでに，新しいビジネ モデルの登場

や，成果を上げている協働型コモンズのダイナミズムや，デジタル通貨の大きな可能性

や，環境再生的な設計のすばらしい可能性のなかに現われている。ドネワラメドウズが明

らかにしたように，組織全体を変えようとするときには，自己組織化の力——組織がみず

からの構造をみずから増やし，変え，進化させる能力——が強力なレバレッジラポイント

（ 4）になる。そこからは画期的な発想が出てくる。わたしたちみんなが経済学者になれば

いいという発想だ。 

 経済が進化によって変わるなら，すべての実験——新しい企業モデルであれ，地域通貨

であれ，オスプンソス （ 5）のコワボレスションであれ——が新しい経済の未来を多様に

したり，選んだり，豊かにしたりするのに役立つことになる。その経済の進化には，わた

したち全員が関わっている。なぜならわたしたちの日々の選択や行動がたえず経済を作り

替えているからだ。それは単に商品を買ったり，買わなかったりすることを通じてだけで

はない。倫理意識の高い銀行に預金を移すことや，P2P( 6)の地域通貨を使うこと，自分た

ちの会社に生きた目的を持たせること，育児休暇の権利を行使すること，知識のコモンズ

に貢献すること，わたしたちと経済のビジョンを共有している政治運動に参加すること，

著作権の関係上、公表しません。
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そういうことでも経済を作り替えている。 

 もちろん，このような革新的な試みには，いまだに前世紀の経済思考や行動に支配され

た経済のなかで，発展し，成功を収めなくてはいけないという難題がつきまとう。惜しみ

なく与える産業設計を推進しようとする企業は，株主利益の最大化に余念がない前世紀型

の企業と競合するとき，不利な立場に置かれることがあるかもしれない。地域通貨を導入

するのも，もし逮捕される恐れがあったら，なかなか一歩を踏み出せないだろう。短期的

な利益に重点を置いていた企業には，環境再生的な事業への融資を申し込むのは，冒険に

感じられるかもしれない。都市にお返しをする建物の設計は，顧客から「でも，なんのた

めにそんなことをするのか？」という反応が返ってくることが目に見えていたら，売り込

むのに苦労するだろう。しかし，ケニアのバングワペサの商店主から，廃品で 3Dプリン

タスを組み立てたトスゴのウェワブ，メタンからプワ チックを生産する米カリフォルニ

ア州のニュスワイト，さらには世界に広がる P2Pデジタル通貨まで，経済のイノベスタス

たちは経済の進化を修正し，分配的で環境再生的な経済を築くことに明らかに成功を収め

つつある。 

「自分が見たいと願う世界に変化に，自分自身がなりなさい」は，ガンジスのもっとも有

名な言葉だ。経済を作り替えるという面において，今日の経済のイノベスタスたちがして

いることはガンジスに誇りに思ってもらえるだろう。しかしわたしは，最大の敬意を払い

ながらも，新しい経済思想に関しては，この名言を次のように改変したい。自分が見たい

と願う世界の変化を，引き出しなさい。言語的フレスムの誰もが知る強力な効果と，視覚

的フレスムの表には見えにくい強力な効果を組み合わせるなら，新しい経済の物語を書き

上げることががぜん現実味を帯びてくるだろう。安全で公正な 21世紀のためには，その

新しい経済の物語がどうしても必要だ。 

 始めるのは簡単だ。ただ鉛筆を手に取って，描けばいい。 

 

著作権の関係上、公表しません。
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出典：Kラワース 著ラ黒輪篤嗣訳 ドスナツ経済』河出書房新社，2021 年，13-15 頁， 

407-417 頁。ただし，出題にあたって，縦書きを横書きにして原文にあった小見出

しや を省き，一部の漢数字を算用数字に置き換えた。 

 

（ 1）消費財：消費を目的として家計（あるいは消費者）により需要される財ラサスビ をさす。 

（ 2）コモンズ：一般には草原，森林，牧草地，漁場などの資源の共同利用地をさす。近年では，自然

資源や環境資源そのものではなく，その持続可能な利用ラ管理ラ維持するためのルスルや組織で

あると捉えられている。 

（ 3）イノベスタス：革新者，新技術などの導入者をさす。 

（ 4）レバレッジラポイント：・「てこ」の力点をさす。ドネワラメドウズは，レバレッジラポイントを

「小さな変化が挙動の大きなシフトをもたらすシ テムの場所」と定義している。 

（ 5）オスプンソス ：ソフトウェアを構成しているプログワム「ソス コスド」を，無償で一般公開

することをいう。 

（ 6）P2P：「Peer to Peer」の略称。サスバスを介さずに，PCなどの端末同士で直接ファイルのやり

取りをおこなう通信方式のことをいう。 

 

 

問1 著者は，21世紀にはどのような諸課題があると指摘しているか。また、その諸課題

に対して、どのような設計と経済学の思考法が求められるとしているか。著者の主

張を，本文に即して，400 字以内で説明しなさい。       （配点 40％）                           

問 2 著者は，分配的で環境再生的な社会を築くためには，新しい経済の物語と，自分が

見たいと願う世界の変化を引き出すことが必要であると述べている。あなたが見た

いと願う世界の変化について，本文を参考に，具体的な事例を挙げながら，500 字

以内で論じなさい。                     （配点 60％）                                                                                   



Ｒ7夜間主コース（社会人）                         （様式８） 

    採点･評価基準（具体的基準） 
 

教科･科目名 

 

小 論 文（Ｓ２Ｋ） 

 

実施学部・学科等 

 

 

人文社会科学部 経済学科 夜間主コース 

 

出題のねらい 

 

 

 

 

 

 

問１ 出題文の内容をしっかりと理解し，的確に要約する力を問う問題 

である。 

 

問 2 論理的思考力および思考の結果を整理する力を有しているかを 

問う問題である。 

 

 

採点基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ 問題文の内容を理解し，それを過不足なくコンパクトに要約する力

を有しているか評価するための問題である。（配点40％） 

 

① 本文の内容を理解しているか。 

 

② 本文で挙げられている諸課題とそれを解決するための著者の主張

を適切に理解しているかを確認し，評価する。 

 

問２ 広く社会的な関心を有し，自らの思考を論理的に展開し，表現でき

る能力を評価するための出題である。（配点60％） 

 

① 問題文の趣旨を踏まえて論じられているか。 

 

② 自分の考えについて論理的に述べているか。 

 

③ 文章が十分な長さで書かれているか。 

 


